
ＪＡえんゆう広報誌

２２０１２０１３３ 55
・・・・・・・・・・・・・・・・・・

№№
5２０１３

№１７ 1１７ 1１７ 1

表表表紙紙：：ＴＰＰ交渉参加反対デモの様ＴＰＰ交渉参加反対デモの様子子表紙：ＴＰＰ交渉参加反対デモの様子



ＪＡえんゆう広報誌

ひざし ２０１３.５ 罫

２０１３.５月号 №１7１

表紙写真：ＴＰＰ交渉参加反対デモの様子

分
な
検
証
が
な
さ
れ
ず
、
国
民
の
生
命
・

財
産
、
食
料
自
給
、
地
域
経
済
、
雇
用
、

そ
の
他
様
々
な
国
民
生
活
を
守
る
た
め
の

具
体
案
を
国
民
に
提
示
す
る
こ
と
も
な
い

ま
ま
、
拙
速
に
交
渉
参
加
表
明
し
た
こ
と

に
対
す
る
抗
議
と
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交
渉

参
加
阻
止
」、「
日
本
の
食
の
安
全
を
守
る
」、

「
農
業
と
地
域
経
済
を
守
る
」
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。

デ
モ
行
進
は
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
青
年
部

副
部
長
の
片
岡
康
太
郎
氏
の
発
声
を
合
図

に
組
合
員
、
関
係
者
各
位
が
政
府
の
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

四
月
十
二
日
、
え
ん
ゆ
う
農
業
協
同
組

合
第
一
四
回
通
常
総
会
終
了
後
、
政
府
が

交
渉
参
加
表
明
し
た
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
反
対
す
る
有
志
約
二

〇
〇
人
が
結
集
し
、
Ｊ
Ａ
本
所
事
務
所
を

置
く
湧
別
町
上
湧
別
屯
田
市
街
地
で
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
デ
モ
行
進
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
デ
モ
行
進
は
、
二
月
の
日
米
首
脳

会
談
を
経
て
、
三
月
十
五
日
に
安
倍
晋
三

内
閣
総
理
大
臣
が
、
国
民
に
対
し
て
協
定

に
関
す
る
十
分
な
情
報
開
示
と
国
民
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
十

するために約２００人がデモ行進を行いました

ののの未来を守るためにのの未来を守るための未来を守るためににの未来を守るために
反反反対デモ行進を実施！反反対デモ行進を実施反対デモ行進を実施！！反対デモ行進を実施！

今月の主な記事
ＴＰＰ交渉参加反対デモ行進 ２〜３

ＴＰＰ特別寄稿
「遠軽町はＴＰＰ参加に反対します」
遠軽町長 佐々木 修一 ４

立茎アスパラガス収穫出荷作業
ＪＡ女性部酪農部会研修会
ＪＡ青年部酪農専門部勉強会 ５

ＪＡえんゆう第１４回通常総会 ６〜７

年金友の会総会
上湧別玉葱振興会青年部苗畑視察 ８

耕作農家デントコーン栽培講習会
フレッシュミズ酪農班加工実習 ９

各生産者組合の総会開催 １０〜１１

春季農事部懇談会 １２〜１３

遠軽厚生病院だより １４〜１５

コスモスの郷ゆうゆうお知らせ １５

理事会のあらまし
中途採用職員紹介
読者の声 １６

クロスワードパズル １７

匠のアスパラ料理フェア
いもたま作造くん １８
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ＴＰＰへの交渉参加阻止、日本の食の安全、農業と地域経済を守ることをアピール

最
後
に
デ
モ
行
進
終
着
点
の
上
湧
別
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
お
こ
な
い
、
今
後
、
Ｊ
Ａ
と
し

て
志
を
同
じ
く
す
る
関
係
各
位
と
連
携
を

取
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
阻
止
に
向
け
て

行
動
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

今
後
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
Ｊ

Ａ
も
志
を
同
じ
く
す
る
関
係
各
位
と
連
携

し
、
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
を

阻
止
す
べ
く
行
動
し
て
い
く
所
存
で
す
。

日日日本の食の安心・安全と地域社会日日本の食の安心・安全と地域社日本の食の安心・安全と地域社会会日本の食の安心・安全と地域社会
関関関係者約２００人がＴＰＰ交渉参加関関係者関係者約約２００２００人がＴＰＰ交渉参人がＴＰＰ交渉参加加関係者約２００人がＴＰＰ交渉参加
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社
会
や
産
業
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
懸

念
を
強
く
持
た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
参
加
に
は
絶
対
反
対
で
あ
り
ま
す

し
、
町
議
会
に
お
い
て
も
反
対
の
意
見

書
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
遠
軽
町
と
し

て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に
反
対
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
、
農
協
等
関
係
機
関
と
連
携
し
、

当
地
域
の
農
業
を
守
っ
て
い
く
こ
と

に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
農
業
者
の
方
は
も
と
よ
り
、
町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
地
産

地
消
等
様
々
な
場
面
で
ご
協
力
を
賜

り
、
こ
の
度
の
国
難
に
立
ち
向
か
っ
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日
頃
よ
り
、
遠
軽
町
の
行
政
運
営
に

対
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
二
年
、
菅
直
人
首
相
の
唐
突
な
Ｔ

Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
発
言
が
国
内
に
大
き

な
波
紋
を
呼
び
、
そ
の
後
民
主
党
政
権

下
で
交
渉
参
加
へ
の
模
索
が
続
き
ま

し
た
が
、
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、

昨
年
十
二
月
の
衆
議
院
総
選
挙
で
民

主
党
が
大
敗
す
る
一
因
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
で
、
基
本
的
に
は
反
対
の

立
場
で
臨
ん
だ
自
民
党
で
あ
っ
た
は

ず
が
、
本
年
三
月
十
五
日
安
倍
晋
三
首

相
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
正
式
に
表

明
し
、
公
約
違
反
で
あ
る
と
の
批
判
を

受
け
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場
合
ど
う
な

る
か
、
国
民
に
は
明
確
に
説
明
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
価
格
の
安
い
輸
入
食

品
が
流
入
し
、
国
内
農
業
が
壊
滅
状
態

と
な
る
こ
と
や
、
食
品
の
安
全
基
準
が

緩
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
懸
念
、
医
療

費
が
上
昇
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
な
ど
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
農
業
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な
く
て
も
、
こ
の
ま
ま

で
は
先
細
り
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
農
家
の
割
合
は
拡
大
し
、
後

継
者
や
担
い
手
不
足
は
益
々
深
刻
な

状
況
で
、
農
業
生
産
能
力
や
食
料
自
給

率
の
低
下
に
歯
止
め
が
き
か
な
い
現

状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
合
併
後
わ
ず
か

五
年
間
で
農
家
戸
数
が
二
割
も
減
少

し
、
担
い
手
不
足
は
深
刻
な
状
況
で
あ

り
、
農
業
生
産
に
お
い
て
大
き
な
不
安

を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、

酪
農
が
主
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
交
渉
に
参
加
し
た
場
合
の
影

響
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
で

す
が
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
や
地
域

雇
用
の
確
保
の
観
点
な
ど
か
ら
、
地
域

佐々木 修 一遠軽町長

＝＝特別寄稿＝特別寄稿＝＝

遠遠遠軽町はＴＰＰ参加に反対します！遠遠軽町はＴＰＰ参加に反対します遠軽町はＴＰＰ参加に反対します！！遠軽町はＴＰＰ参加に反対します！



Ｊ
Ａ
青
年
部
酪
農
専
門
部
は
、
四
月
十

七
日
に
Ｊ
Ａ
遠
軽
支
所
大
会
議
室
で
勉
強

会
を
開
催
し
、
部
員
な
ら
び
に
関
係
者
一

二
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
日
本
イ
ー
ラ
イ

リ
リ
ー
株
式
会
社
の
笠
井
俊
和
氏
に
「
カ

ビ
毒
の
諸
症
状
と
そ
の
対
策
」
に
つ
い
て
、

カ
ビ
毒
に
よ
く
見
ら
れ
る
牛
の
諸
症
状
と

粗
飼
料
を
収
穫
す
る
上
で
の
留
意
点
、
カ

ビ
毒
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

蛍 ひざし ２０１３.５
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切
り
取
っ
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
サ
イ
ズ
別

に
選
果
し
た
後
、
Ｊ
Ａ
か
ら
青
果
市
場
な

ど
を
通
じ
て
全
国
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

取
材
当
日
は
、
生
産
組
合
に
所
属
す
る

農
家
が
集
ま
り
、
目
合
わ
せ
会
も
開
催
し

て
お
り
、
今
年
の
作
況
や
サ
イ
ズ
、
栽
培

方
法
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
ウ
ス
を
回
り

な
が
ら
意
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

一
八
ペ
ー
ジ
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
も
地
産
地
消
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
「
ア
ス
パ
ラ
料
理
フ
ェ
ア
」
が
遠
軽
町

内
二
〇
店
舗
で

遠
軽
町
商
工
会

議
所
の
協
力
で

開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
「
旬
」の「
遠

軽
に
ょ
っ
き
ー

ず
」
の
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
を
堪
能

し
て
み
て
下
さ

い
。

「
遠
軽
に
ょ
っ
き
ー
ず
」の
ブ
ラ
ン
ド
名

で
知
ら
れ
る
遠
軽
町
立
茎
ア
ス
パ
ラ
生
産

組
合
（
岡
村
貴
幸
組
合
長
）
に
所
属
す
る

六
戸
の
立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
農
家
で

は
、
四
月
中
旬
か
ら
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収

穫
出
荷
作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
岡
村

貴
幸
組
合
長
（
遠
軽
町
瀬
戸
瀬
西
町
）
の

お
宅
で
は
、
一
二
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

（
約
六
〇
ａ
）で
立
茎
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
と
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培

し
て
お
り
、
一
本
ず
つ
て
い
ね
い
に
鎌
で

立立
茎
ア
ス
パ
ラ

立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガガ
スス
「「
遠
軽
に
ょ
っ
き
ー
ず

遠
軽
に
ょ
っ
き
ー
ず
」」

の
収
穫
出
荷
作
業
が
始
ま
っ
て
い

の
収
穫
出
荷
作
業
が
始
ま
っ
て
い
まま
すす

生育状況を見ながら手作業で収穫していきます

目合わせをする遠軽町立茎アスパラ生産組合のみなさん

Ｊ
Ａ
女
性
部
酪
農
部
会
は
、
四
月
二
十

三
日
に
Ｊ
Ａ
本
所
大
会
議
室
で
平
成
二
十

五
年
度
酪
農
部
会
研
修
会
を
開
催
し
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
員
を
含
む
一
三
名
が
出

席
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｑ

営
業
本
部
学
術
部
の
庵
原
伸
子
さ
ん
に

「
乳
房
炎
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
ポ
イ
ン
ト
」に

つ
い
て
、
留
意
す
べ
き
飼
養
管
理
や
搾
乳

手
法
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

乳房炎コントロールのポイントを学びました

乳乳
房
炎
コ
ン
ト
ロ
ー

乳
房
炎
コ
ン
ト
ロ
ー
ルル
を
学
び

を
学
び
ま
し
た

ま
し
た

Ｊ
Ａ
女
性
部
酪
農
部
会
研
修
会
開

Ｊ
Ａ
女
性
部
酪
農
部
会
研
修
会
開
催催

勉強会で熱心に耳を傾ける部員各位

カカ
ビ
毒
の
諸
症
状
と
対
策
を
学

カ
ビ
毒
の
諸
症
状
と
対
策
を
学
ぶぶ

青
年
部
酪
農
専
門
部

青
年
部
酪
農
専
門
部
勉勉
強
会
強
会
開
催
開
催

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸



第１４回通常総会の様子（写真上下）と開会挨拶を述べる中川菊夫組合長（写真左）

通通通常総会 開催通通常総会 開通常総会 開催催通常総会 開催
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え
ん
ゆ
う
農
業
協
同
組
合
第
一
四
回
通

常
総
会
が
四
月
十
二
日
、
上
湧
別
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
組
合
員
四
七
五
名

（
本
人
一
三
八
名
、
代
理
四
七
名
、
書
面
一

六
〇
名
）
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
、
全
七

議
案
が
原
案
通
り
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
は
、
午
前
一
〇
時
〇
〇
分
に
山
口

哲
朗
専
務
が
開
会
を
宣
言
し
た
後
、
出
席

者
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱
領
を
朗
読
し
て
始
ま
り

ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
中
川
菊
夫
組
合
長
は

「
農
協
事
業
運
営
に
対
し
て
、
組
合
員
の

積
極
的
な
農
協
事
業
結
集
に
よ
っ
て
、
八

千
万
円
の
剰
余
金
処
分
案
を
提
案
す
る
こ

と
が
出
来
た
こ
と
と
、
Ｊ
Ａ
へ
の
出
資
金

増
資
の
第
一
年
目
と
し
て
、
無
事
に
増
資

を
い
た
だ
き
、
自
己
資
本
比
率
、
固
定
比

率
と
も
に
向
上
し
、
財
務
基
盤
の
改
善
を

図
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
組
合
員
の
ご

理
解
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
政
府
が

三
月
十
五
日
に
参
加
表
明
し
た
環
太
平
洋

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
に
つ
い
て
、

国
家
国
民
の
将
来
を
左
右
す
る
問
題
に
対

し
て
拙
速
な
行
動
を
と
っ
た
政
府
に
強
い

憤
り
と
失
望
を
覚
え
る
と
と
も
に
条
件
闘

争
で
は
な
く
、
消
費
者
や
地
域
住
民
へ
情

報
発
信
を
図
り
、
志
を
同
じ
く
す
る
関
係

各
位
と
連
携
を
取
り
合
い
、
交
渉
参
加
阻

止
に
向
け
て
行
動
し
て
い
く
」
と
述
べ
、

強
い
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
を
示

し
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
来
賓
を
代
表
し
て
原

田
雅
美
湧
別
町
長
、
佐
々
木
修
一
遠
軽
町

長
の
代
理
の
広
井
遠
軽
副
町
長
、
後
藤
陽

一
Ｊ
Ａ
中
央
会
北
見
支
所
次
長
の
祝
辞
を

受
け
た
後
、
菅
井
誠
理
事
が
武
部
新
代
議

士
、
高
橋
文
明
道
議
か
ら
の
祝
電
を
披
露

し
、
松
浦
健
治
氏
（
上
湧
別
五
の
三
）、
前

島
英
樹
氏
（
遠
軽
町
豊
里
）
の
二
名
を
議

長
に
選
任
し
て
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報

告
、
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
、

全
七
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
る
と

と
も
に
、
欠
員
理
事
一
名
の
選
任
が
お
こ

な
わ
れ
、
八
巻
武
則
氏
（
上
湧
別
四
の
三
）

が
新
た
に
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
表
明
に
関
す

る
抗
議
決
議
文
を
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
青
年

部
の
安
本
崇
部
長
が
力
強
く
読
み
上
げ
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
中
川
菊
夫
組
合
長
の
閉
会
挨
拶
、

山
口
哲
朗
専
務
の
閉
会
宣
言
で
午
前
一
二

時
〇
〇
分
に
全
て
の
日
程
が
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

計計計画など全７議案を満場一致で承認計計計画画ななどど全７議案を満場一致で承全７議案を満場一致で承認認計画など全７議案を満場一致で承認
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今回、議長をつとめた松浦健治氏（写真右今回、議長をつとめた松浦健治氏（写真右））
と前島英樹氏（写真左）と前島英樹氏（写真左）

開会、閉会宣言を行開会、閉会宣言を行うう
山口哲朗専務理事山口哲朗専務理事

祝辞を述べ祝辞を述べるる
原田雅美湧別町原田雅美湧別町長長

祝電披露を行祝電披露を行うう
菅井誠理菅井誠理事事

佐々木修一遠軽町長の祝佐々木修一遠軽町長の祝辞辞
を代読する広井澄夫副町を代読する広井澄夫副町長長

監査報告を行監査報告を行うう
佐藤直行代表監佐藤直行代表監事事

祝辞を述べる後藤陽一Ｊ祝辞を述べる後藤陽一ＪＡＡ
北海道中央会北見支所次北海道中央会北見支所次長長

ＴＰＰ交渉参加表明抗ＴＰＰ交渉参加表明抗議議
決議文を読み上げ決議文を読み上げるる
安本崇ＪＡ青年部安本崇ＪＡ青年部長長

新たに理事に選任され新たに理事に選任されたた
八巻武則氏（上湧別４の３八巻武則氏（上湧別４の３））

第第第１４回第第第１１４４回回第１４回
平平平成２５年度事業平平成平成２５２５年度年度事業事業平成２５年度事業



ひざし ２０１３.５ 警

り
ま
し
た
。

懇
親
会
の
席
で
は
、
友
の

会
八
巻
副
会
長
、
八
巻
監
事

の
乾
杯
音
頭
に
続
い
て
、
予

め
申
込
の
あ
り
ま
し
た
自
慢
の
カ
ラ
オ

ケ
・
ダ
ン
ス
を
ご
披
露
い
た
だ
き
あ
っ

と
い
う
間
に
懇
親
会
は
時
間
が
経
過
し
、

松
浦
会
長
、
八
巻
副
会
長
よ
り
閉
会
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
友
の
会
総
会
の

全
日
程
が
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
会
員
数
は
千
七
百
十
七
名
で
、

昨
年
と
比
較
し
て
三
十
名
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
も
偏
に
、
会
員
皆
様
の
口
コ
ミ

に
よ
る
宣
伝
と
勧
誘
の
お
か
げ
で
あ
る

と
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
を
新
し
く

年
金
受
取
金
融
機
関

と
し
て
ご
指
定
い
た

だ
き
ま
す
と
記
念
品

の
贈
呈
、
更
に
は
年

金
友
の
会
へ
の
行
事

の
参
加
、
年
金
優
遇

定
期
貯
金
と
、
特
典

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

友
人
知
人
等
の
ご
紹

介
を
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部
（
加
藤
聡
部
長
）
は
、

四
月
四
日
に
玉
葱
苗
畑
視
察
を
開
催
し
、
青
年
部

員
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
苗
畑
視
察
は
上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部

が
毎
年
、
今
年
度
の
苗
畑
の
生
育
状
況
の
確
認
と

部
員
相
互
の
苗
の
比
較
、
技
術
・
意
見
交
換
の
場

と
し
て
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
五
戸
の
部
員
の
苗
畑
を
視
察
し
ま
し

た
が
、
四
月
下
旬
か
ら
始
ま
る
移
植
作
業
に
向
け

て
、
各
戸
と
も
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
青
々
と
し

た
苗
が
育
っ
て
お
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も

豊
穣
の
秋
が
期
待
出
来
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
第
一
五
回
年
金
友

の
会
総
会
が
、
四
月
十
六
日
か
ら
十
八

日
に
か
け
二
班
に
分
か
れ
て
、
三
九
一

名
の
参
加
を
得
て
温
根
湯
ホ
テ
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
松
浦
光
明
会
長
よ
り
「
友

の
会
事
業
へ
の
ご
協
力
の
お
礼
と
、
農

協
に
対
す
る
お
礼
、
ま
た
我
々
は
高
齢

者
で
す
が
、
一
日
で
も
長
生
き
す
る
こ

と
が
Ｊ
Ａ
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
り
ま

す
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
挨

拶
は
、
第
一
班
は
石
丸
常
勤
監
事
・
第

二
班
は
山
口
専
務
よ
り
「
Ｊ
Ａ
貯
金

・
共
済
を
始
め
農
協
と
関
係
子
会
社
の

各
事
業
を
日
頃
よ
り
ご
愛
用
頂
い
て
い

る
お
礼
と
、
平
成
二
十
四
年
の
農
協
の

決
算
報
告
」
ま
た
、
昨
秋
完
成
し
た
コ

ス
モ
ス
の
郷
ゆ
う
ゆ
う
と
介
護
事
業
の

宣
伝
を
兼
ね
て
ご
挨
拶
を
戴
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
友
の
会
の
事
業
報
告
な

ら
び
に
事
業
計
画
、
地
区
役
員
の
変
更

に
つ
い
て
報
告
し
、
総
会
は
終
了
と
な

開会挨拶を行う松浦光明会長

懇親会は笑顔が絶えない楽しい一時となりました

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部
が

苗
畑
視
察
を
開
催

苗畑を見ながら部員同士で意見交換をおこないました

嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘

第第第
一
五
回
年
金
友
の
会
総
会
が
盛
会
に
終
了

第第
一
五
回
年
金
友
の
会
総
会

第
一
五
回
年
金
友
の
会
総
会
がが
盛
会
に

盛
会
に
終終
了了

第
一
五
回
年
金
友
の
会
総
会
が
盛
会
に
終
了
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鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
酪
農
班
（
井
上
聡
余

代
表
）
は
、
四
月
二
十
六
日
に
湧
別
町
地

場
産
品
加
工
セ
ン
タ
ー
（
湧
別
町
錦
町
）

で
加
工
体
験
実
習
を
開
催
し
て
、
パ
ン
と

ソ
ー
セ
ー
ジ
を
手
作
り
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
は
、
四
名
と
少
な
か
っ
た

も
の
の
、
加
工
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
に
優

し
く
パ
ン
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
作
り
方
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ソ
ー
セ
ー
ジ
の
手
作
り
は
全
員
初
め
て

で
し
た
が
、
部
員
同
士
で
協
力
し
て
、
美

味
し
い
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
出
来
ま
し
た
。

パ
ン
も
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し
て
、
小
麦

粉
を
練
り
、
美
味
し
く
焼
き
上
が
り
、
大

変
楽
し
い
加
工
実
習
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
企
画
を
考
え
て
い
き
ま

す
の
で
、
多
く
の
部
員
の
ご
参
加
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

上
湧
別
地
区
の
耕
畜
連
携
推
進
と
輪
作

体
系
の
確
立
を
目
指
し
て
、
上
湧
別
地
区

で
酪
農
家
と
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を
契
約
栽
培

し
て
い
る
耕
作
農
家
十
三
名
が
、
デ
ン
ト

コ
ー
ン
栽
培
に
か
か
わ
る
講
習
会
を
Ｊ
Ａ

本
所
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
で
は
、
講
師
に
パ
イ
オ

ニ
ア
・
ハ
イ
ブ
レ
ッ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）

耕耕
畜
連
携
の
一
層
の
推
進
を
目
指
し

耕
畜
連
携
の
一
層
の
推
進
を
目
指
し
てて

耕
作
農
家
デ
ン
ト
コ
ー
ン
栽
培
講
習
会

耕
作
農
家
デ
ン
ト
コ
ー
ン
栽
培
講
習
会
開開
催催

の
小
森
鏡
起
夫
氏
を
招
い
て
、
近
年
の
気

象
概
況
か
ら
み
た
デ
ン
ト
コ
ー
ン
へ
の
影

響
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
に
よ
く
あ
る
疾
病
、

肥
培
管
理
か
ら
、
播
種
の
ポ
イ
ン
ト
や
除

草
剤
散
布
の
留
意
事
項
な
ど
を
中
心
に
わ

か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
近
、
上
湧
別
地
区
の
耕
作
農
家
で
は
、

た
ま
ね
ぎ
を
主
と
し
た
圃
場
の
輪
作
体
系

の
確
立
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
デ
ン
ト

コ
ー
ン
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
契
約

先
の
酪
農
家
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
上
湧

別
地
区
の
耕
畜
連
携
に
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
ま
す
。

出
席
者
は
、
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
デ

ン
ト
コ
ー
ン
の
栽
培
技
術
を
習
得
す
る
た

め
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お
り
、
今
後
の

耕
畜
連
携
の
一
層
の
推
進
と
輪
作
体
系
の

更
な
る
確
立
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

栽培技術などについて勉強しました

ソーセージの肉詰作業に挑戦！

美美
味
し
い
パ
ン
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
手
作

美
味
し
い
パ
ン
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
手
作
りり

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
酪
農
班
加
工
実
習
開

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
酪
農
班
加
工
実
習
開
催催

美味しいパンとソーセージが出来ました



湧
別
町
上
湧
別
酪
農
組
合
第
六
四
回
通
常
総
会
が
四

月
一
〇
日
、
Ｊ
Ａ
本
所
に
て
組
合
員
三
五
名
の
出
席
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
議
案
協
議
前
に
良
質
生
乳
出
荷
農
家
表
彰
が
お
こ

な
わ
れ
、
一
八
名
の
組
合
員
が
青
柳
組
合
長
と
Ｊ
Ａ
え
ん

ゆ
う
中
川
組
合
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
来
賓
に
湧
別
町
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
、
普
及
セ

ン
タ
ー
、
よ
つ
葉
乳
業
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
迎
え
、
平
成
二

十
四
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
等
の
全
議
案
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
お
こ
な
わ
れ
、

青
柳
組
合
長
を
始
め
と
す
る
執
行
部
全
員
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

ひざし ２０１３.５ 頚

遠
軽
町
青
し
そ
生
産
組
合
平
成
二
十
四
年
度
定
期
総
会

が
、
四
月
五
日
に
Ｊ
Ａ
遠
軽
支
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
に
長
谷
川
香
料
（
株
）、
遠
軽
町
、
普
及
セ
ン
タ
ー

を
迎
え
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決

算
等
の
全
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、
瀬
戸

瀬
の
岡
村
貴
幸
さ
ん
が
新
し
く
組
合
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

遠
軽
町
枝
豆
生
産
組
合
平
成
二
十
四
年
度
定
期
総
会
が
、

四
月
九
日
に
Ｊ
Ａ
遠
軽
支
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
に
遠
軽
町
、
普
及
セ
ン
タ
ー
を
迎
え
、
平
成
二
十

四
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
等
の
全
議
案
が
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、
清
川

の
岡
田
剛
制
さ
ん
が
新
し
く
組
合
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。

生生生
産
者
組
合
の
総
会
開
催

生生
産
者
組
合
の
総
会
開

生
産
者
組
合
の
総
会
開
催催

生
産
者
組
合
の
総
会
開
催

遠
軽
町
青
し
そ
生
産
組
合

遠
軽
町
枝
豆
生
産
組
合

湧
別
町
上
湧
別
酪
農
組
合

議案の議事進行を進める相田幸博組合長（写真左）と
議長の大河原正一副組合長（写真右）

開会挨拶をする荒井良助組合長

開会挨拶を行う青柳敏孝組合長
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え
ん
ゆ
う
乳
牛
検
定
組
合
第
三
回
通
常
総
会
が
四
月
二

十
二
日
、
Ｊ
Ａ
本
所
に
て
組
合
員
五
〇
名
の
出
席
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
議
案
協
議
前
に
優
秀
農
家
表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
、

牛
群
能
力
の
部
四
名
、
生
涯
能
力
優
秀
牛
で
八
名
九
頭
が

花
木
組
合
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
来
賓
に
湧
別
町
、
遠
軽
町
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
、

普
及
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
迎
え
、
平
成
二
十
四
年

度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
等
の
全
議
案
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

遠
軽
町
酪
農
組
合
第
六
六
回
通
常
総
会
が
四
月
一
〇
日
、

Ｊ
Ａ
遠
軽
支
所
に
て
組
合
員
二
二
名
の
出
席
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
議
案
協
議
前
に
乳
質
改
善
共
励
会
表
彰
が
お
こ
な

わ
れ
、
優
秀
地
区
な
ら
び
に
八
名
の
組
合
員
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
は
、
来
賓
に
遠
軽
町
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
を
迎
え
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収

支
決
算
等
の
全
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
遠
軽
町
乳
質
改
善
協
議
会
、
遠
軽
町

家
畜
糞
尿
処
理
組
合
の
各
通
常
総
会
も
開
催
さ
れ
、
盛
会

の
う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

え
ん
ゆ
う
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
第
二
回
通
常
総
会

が
四
月
二
十
二
日
、
Ｊ
Ａ
本
所
に
て
組
合
員
五
二
名
の
出

席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
に
湧
別
町
、
遠
軽
町
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
、
普
及
セ

ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
迎
え
て
、
青
柳
組
合
長
は
開
会

挨
拶
で
「
組
合
員
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
で
四
組
合
が
合

併
し
て
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
一
年
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

総
会
は
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支

決
算
等
の
全
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち

に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

え
ん
ゆ
う
乳
牛
検
定
組
合

遠
軽
町
酪
農
組
合

え
ん
ゆ
う
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

優秀農家表彰で花木組合長から賞品を手渡される
遠軽町栄野の平吹守さん

遠軽町酪農組合通常総会の様子

議長を務めた遠軽町千代田の岡田拓也さん（写真左）と
上湧別旭の佐藤健二さん（写真右）
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春春春季農事部懇談会が開催されました

【
営
農
関
係
】

一
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
表
明
を
受
け
て
、
農
協
と
し
て

ど
の
様
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

⇒

今
後
、
反
対
集
会
や
デ
モ
行
進
な
ど
、
全

道
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

二
．
堆
肥
施
設
に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
残
渣
搬
入

が
一
時
止
ま
っ
た
が
、
本
年
度
は
大
丈
夫
な

の
か
。

⇒

本
年
度
は
生
産
者
受
入
分
に
つ
い
て
は

全
て
対
応
致
し
た
い
。
加
工
受
入
分
を

調
整
し
て
取
り
組
む
。

三
．
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
設
立
に
つ
い
て
、
安
定
し

た
飼
料
を
提
供
し
て
欲
し
い
の
で
、
土
地
改

良
、
草
地
改
良
を
推
進
し
て
設
立
を
考
え
て

欲
し
い
。

⇒

今
後
、
設
立
に
向
け
た
協
議
時
に
、
参
加

す
る
皆
さ
ん
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

【
農
産
関
係
】

一
．
本
年
度
の
南
瓜
品
種
選
定
は
ど
う
な
る
の

か
。

⇒

今
後
、
部
会
で
協
議
致
し
ま
す
。

二
．
離
農
者
の
玉
葱
コ
ン
テ
ナ
は
農
協
購
入
と

な
っ
て
い
る
が
、
生
産
者
に
は
販
売
し
な
い

の
か
。

⇒

今
後
、
希
望
を
取
り
ま
と
め
、
地
元
優
先

で
販
売
を
検
討
し
ま
す
。

三
．
畑
作
農
家
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
作
付
は
増
や

す
こ
と
は
出
来
な
い
の
か
。

⇒

販
売
先
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

増
加
は
可
能
。
た
だ
し
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ

ー
の
作
業
効
率
を
考
え
、
一
区
画
が
一
町

以
内
の
小
さ
な
圃
場
に
つ
い
て
は
ご
遠

慮
願
い
た
い
。
ま
た
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

で
の
畑
作
対
応
は
、
あ
く
ま
で
も
コ
ン
ト

ラ
ク
タ
ー
組
合
員
に
迷
惑
の
か
か
ら
な

い
範
囲
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

四
月
一
日
～
四
月
五
日
に
か
け
て
、
二
三
地
区
九
会
場

に
お
い
て
、
春
季
農
事
部
懇
談
会
が
実
施
さ
れ
、
多
く
の

組
合
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
Ｊ
Ａ
収
支
決
算
、
農

畜
産
物
販
売
高
、
農
協
が
お
こ
な
っ
て
い
る
事
業
進
捗
度

合
い
、
今
後
の
取
組
な
ど
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
組
合

員
か
ら
多
く
の
意
見
・
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
事
項
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
理
事

会
に
お
い
て
十
分
検
討
し
、
今
後
の
事
業
推
進
に
反
映
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
記
載
漏
れ
・
内
容
不
備
が
あ
っ
た
と
き
は
ご
容

赦
願
い
ま
す
と
と
も
に
、
二
月
号
で
日
程
の
お
知
ら
せ
を

し
た
と
き
に
一
部
地
区
で
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

農協に対して、多くの意見・要望が寄せられました

春春
季
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要

春
季
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要
望望

春春
季
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要

春
季
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要
望望

春
季
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要
望

春季農事部懇談会が開催されまし春季農事部懇談会が開催されましたた春季農事部懇談会が開催されました
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【
出
席
者
】

富
美

一
三
名

上
富
美

三
名

開
盛

四
名

四
の
一

一
〇
名

四
の
二

一
四
名

四
の
三

一
三
名

屯
市

八
名

札
富
美

三
名

五
の
一

一
四
名

五
の
二

二
名

五
の
三

一
二
名

旭

四
名

遠
軽

九
名

学
田

二
名

清
川

五
名

社
名
淵

五
名

瀬
戸
瀬
第
一

四
名

瀬
戸
瀬
第
二

三
名

丸
瀬
布

三
名

白
滝

一
二
名

安
国

三
名

生
田
原

五
名

清
里

三
名

合
計

一
五
四
名

【
資
材
関
係
】

一
．

農
業
資
材
高
騰
に
つ
い
て
、
農
協
と
し

て
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

⇒

資
材
に
つ
い
て
は
早
期
取
り
ま
と
め

に
よ
り
価
格
上
昇
前
に
販
売
す
る
こ

と
で
対
応
致
し
た
い
。

【
そ
の
他
】

一
．
土
曜
日
半
休
の
導
入
に
よ
り
、
子
会
社

お
よ
び
現
場
で
の
農
繁
期
の
対
応
は
ど

う
な
る
の
か
。

⇒

現
場
対
応
は
不
便
の
無
い
様
に
当
番

制
に
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

二
．
介
護
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
土
日
対
応
は
可
能
か
。

⇒

現
在
、
対
応
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

三
．
厚
生
病
院
の
患
者
対
応
に
つ
い
て
改
善

を
願
い
た
い
。

⇒

要
望
致
し
ま
す
。

四
．
関
連
会
社
の
収
支
改
善
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

⇒

一
部
収
支
が
厳
し
い
会
社
が
あ
る
が
、

収
支
改
善
出
来
る
よ
う
努
力
致
し
ま

す
の
で
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

五
．
関
連
会
社
の
議
決
権
比
率
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
願
い
た
い
。

⇒

比
率
に
つ
い
て
は
、
総
会
資
料
に
記

載
の
通
り
。

議
決
権
比
率
が
五
〇
％
に
満
た
な
い

会
社
で
記
載
の
あ
る
も
の
は
、
当
農

協
の
議
決
権
比
率
一
〇
〇
％
の
子
会

社
が
過
半
以
上
の
株
を
持
つ
会
社
お

よ
び
当
農
協
役
員
が
過
半
以
上
の
株

を
持
つ
も
の
を
記
載
し
て
い
る
。

六
．
今
後
、
農
協
と
し
て
、
利
用
高
配
当
と
出

資
配
当
の
ど
ち
ら
に
重
き
を
置
い
て
対

応
す
る
の
か
。

⇒

農
協
事
業
利
用
に
対
す
る
還
元
と
し

て
、
利
用
高
配
当
を
中
心
に
行
い
た

い
。

七
．
利
用
高
配
当
は
貯
金
利
用
者
に
も
配
当

さ
れ
る
の
か
。

⇒

組
勘
・
貯
金
の
別
で
は
な
く
、
組
合
員

に
対
し
て
の
配
当
と
な
る
。

八
．
地
区
に
よ
っ
て
は
酪
農
家
の
懇
談
会
へ

の
出
席
が
少
な
い
の
で
、
出
席
し
や
す

い
よ
う
に
配
慮
願
い
た
い
。

⇒

日
程
・
時
間
等
の
調
整
に
よ
っ
て
、
よ

り
多
く
の
組
合
員
に
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
す
る
。

九
．
土
曜
日
半
休
に
つ
い
て
、
他
Ｊ
Ａ
で
は

土
曜
日
全
休
の
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
く

が
、
当
農
協
は
全
休
と
し
な
い
の
か
。

⇒

今
回
改
正
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
。
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が
あ
り
ま
す
。
以
下
に
全
国
各
地
で
起
き

て
い
る
地
域
医
療
崩
壊
の
あ
り
が
ち
な
パ

タ
ー
ン
を
示
し
ま
す
。

に
到
着
す
る
事
が
可
能
で
す
。
良
い
事
ず

く
め
の
よ
う
で
す
が
こ
の
遠
紋
地
域
へ
の

出
動
率
は
現
在
約
三
十
％
で
す
。
こ
れ
は

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
有
視
界
飛
行
で
あ
る
事

か
ら
天
候
が
不
順
の
時
は
飛
ん
で
来
ら
れ

な
い
た
め
で
す
。
峠
の
天
気
が
悪
い
事
が

多
い
こ
の
地
域
の
宿
命
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
当
然
な
が
ら
夜
間
は
飛
ん
で
こ
な
い

た
め
、
も
し
こ
の
地
域
に
総
合
病
院
が
無

く
な
っ
た
な
ら
今
ま
で
助
か
っ
て
い
た
人

の
半
分
以
上
は
助
か
ら
な
く
な
る
事
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
こ
の
こ
と
が
こ
の

地
域
に
総
合
病
院
が
必
要
な
理
由
な
の
で

す
。こ

こ
で
我
々
（
医
療
サ
イ
ド
）
か
ら
の

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
医
療
は
警
察
、
自

衛
隊
、
消
防
と
並
ん
で
基
本
的
に
は
あ
ま

り
お
世
話
に
は
な
り
た
く
な
い
が
絶
対
必

要
な
シ
ス
テ
ム
で
有
り
、「
安
全
保
障
」
な

の
で
す
。
こ
の
資
源
を
消
耗
さ
せ
る
事
は

質
の
低
下
、
医
療
人
の
離
散
を
招
く
恐
れ

カ
ル
ウ
イ
ン
グ
（
ド
ク
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
）、

防
災
ヘ
リ
、
自
衛
隊
ヘ
リ
な
ど
で
す
。

な
お
後
者
の
二
つ
は
手
続
き
に
時
間
が
か

か
り
救
急
に
は
実
際
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
ド
ク
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
は
基
地
で
あ
る

新
千
歳
空
港
か
ら
紋
別
空
港
ま
で
四
十
五

分
か
か
り
往
復
一
時
間
半
、
そ
の
他
の
時

間
を
考
え
る
と
必
ず
し
も
迅
速
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
ド
ク
タ
ー
が
同
乗
し
て

こ
な
い
事
が
多
く
、
そ
の
結
果
地
域
の
ド

ク
タ
ー
、
ナ
ー
ス
が
同
乗
す
る
事
と
な
り

そ
の
地
域
の
医
療
空
白
が
お
き
ま
す
。

ま
た
北
国
特
有
の
冬
の
天
候
に
よ
り
ド
ク

タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
は
苦
戦
を
重
ね
一
月
三
十

一
日
を
も
っ
て
中
止
が
決
定
し
ま
し
た
。

再
開
の
見
込
み
も
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

唯
一
の
希
望
の
星
道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

は
ド
ク
タ
ー
も
同
乗
し
て
く
る
た
め
地
域

の
医
療
空
白
も
生
ま
れ
ず
、
我
々
の
地
域

に
は
二
十
分
で
到
着
し
ま
す
の
で
要
請
し

て
か
ら
ほ
ぼ
一
時
間
以
内
に
旭
川
の
病
院

そ
の
ま
え
に
我
々
遠
紋
地

域
に
総
合
病
院
は
必
要
か
ど

う
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

総
合
病
院
が
無
く
な
っ
て
喪

失
す
る
大
き
な
医
療
機
能
は
、

今
ま
で
は
助
か
っ
て
い
た
は

ず
の
患
者
が
亡
く
な
る
救
急

医
療
分
野
で
す
。
そ
の
他
の

殆
ど
の
疾
患
は
あ
る
程
度
の

時
間
的
余
裕
が
有
り
、
時
間

を
か
け
て
他
地
域
の
医
療
機

関
を
受
診
す
る
事
が
可
能
で

す
。
そ
れ
で
は
こ
の
地
域
に

総
合
病
院
が
無
く
な
っ
て
代

替
出
来
る
救
急
医
療
機
能
に

は
何
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

現
在
利
用
出
来
る
緊
急
搬

送
は
（
救
急
車
を
除
く
）
道

北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
メ
デ
ィ

遠軽厚生病院だより

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

遠
軽
厚
生
病
院

院

長

矢

吹

英

彦

地域医療崩壊のよくあるパターン
大学などからの医師派遣が減少する

↓
医師１人当たりの当直回数が増える

↓
それにもかかわらず同じように地域住民は２４時間救急に来る

↓
残っている医師が音を上げ始め救急の制限や廃止を要求する

↓
医師にいなくなられては困るので院長をはじめとした管理者がそれをしかたなく認める

↓
事情を知らない住民が病院に不信感を持ち始める

↓
そのうち日中も患者が来なくなり始める

↓
派遣先が負担が軽くなったと考えますます医師の派遣を減らす

↓
この悪循環により病院の崩壊が進みさらなる縮小化がおき、最悪閉院にまですすむ

こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
？

「
危
機
に
瀕
す
る
地
域
医
療

－
遠
軽
厚
生
病
院
の
現
況－

」
後
編
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地
域
医
療
を
再
建
す
る
の
が
本
来
の
筋
と

い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
国
の
機
関
が
自

ら
誤
り
を
認
め
る
事
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
古

今
東
西
見
た
事
も
聞
い
た
事
も
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
こ
の
状
態
を
黙
っ

て
見
て
い
て
も
た
だ
座
し
て
死
を
待
つ
の

み
で
す
。
今
こ
そ
皆
さ
ん
が
「
生
存
権
」

を
盾
に
し
て
訴
訟
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
地

域
医
療
の
崩
壊
は
間
違
い
な
く
進
行
し
、

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
れ
な
い
状
況
が
す
ぐ

そ
こ
に
や
っ
て
き
ま
す
。

な
お
あ
く
ま
で
も
私
見
で
す
が
、
私
の

意
見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
医
師
は

そ
の
職
責
上
、
あ
る
程
度
の
期
間
私
権
を

制
限
す
る
（
居
住
の
自
由
の
制
限
）
事
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
卒
後
五
～

十
年
以
内
（
つ
ま
り
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
）
に
二
年
間
の
地
方
総
合
病
院
の

勤
務
を
義
務
化
す
る
。
そ
の
た
め
に
保
険

医
登
録
の
更
新
を
二
年
間
の
地
方
勤
務
を

条
件
に
、
医
師
免
許
取
得
後
七
～
十
二
年

以
内
に
行
う
制
度
に
改
め
る
。
開
業
は
保

険
医
登
録
の
更
新
が
終
わ
ら
な
け
れ
ば
出

来
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
う
す
れ
ば
地
域

医
療
は
劇
的
に
改
善
す
る
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

い
た
ず
ら
に
住
民
と
医
療
側
が
対
立
し

て
も
不
毛
し
か
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
当
院
は

こ
れ
か
ら
も
何
と
か
現
状
の
医
療
水
準
を

保
っ
て
い
こ
う
と
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
そ
の
為
に
は
救
急
医
療（
夜
間
）

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
軽
減
が
必
要
で

す
。
救
急
外
来
の
七
十
六
％
が
軽
症
で
、

そ
の
う
ち
三
十
二
％
が
治
療
を
要
し
な
い

「
特
に
軽
症
」と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
救
急
車
出
動
の
六
割
以
上
が
軽
症
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
（
あ
り
が
た
い
事
に
こ

の
地
域
は
五
割
弱
で
す
）、
現
在
当
院
で

は
搬
入
件
数
は
年
々
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。先

ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
地
域
医
療

崩
壊
の
原
因
は
平
成
十
六
年
度
よ
り
厚
生

労
働
省
が
始
め
た
「
新
臨
床
研
修
制
度
」

に
あ
り
ま
す
。
大
学
の
「
医
局
」
の
力
を

そ
ぐ
た
め
に
厚
労
省
が
始
め
た
制
度
で
す

が
、
そ
の
た
め
医
局
が
担
っ
て
い
た
地
域

へ
の
医
師
派
遣
も
大
き
く
後
退
し
ま
し
た
。

つ
ま
り
そ
の
後
の
医
療
体
制
を
何
も
考

え
ず
に
始
め
た
厚
労
省
が
責
任
を
持
っ
て

抜
本
的
解
決
法
は
あ
る
の
か

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

「コスモスの郷ゆうゆう」入居費（家賃・共益費）を軽減します。
対 象 者：正組合員、准組合員（※員外者は、ＪＡに出資して准組合員になっていただく事で支援が受け

られます）
入 居 条 件：１年以上継続入居、食事サービスの利用、介護およびデイサービスの当組合の利用等
支援率決定：介護度を証明する書類を添付の上、要支援・要介護度により審査し、１0％、または２０％
支 援 期 間：概ね5年間とします。

【お問合せ先】「コスモスの郷ゆうゆう」（℡0158-42-4165）
担当 斎野または岡村まで

通 常
入居費

支援後
入居費食 費共益費

30,000支援割合家賃
47,000支援率支援・要介護度

120,800

106,100

43,800

20,000１/３42,300１０％
１

要支援
２

96,40015,000１/２37,600２０％

１

要介護

２

３

４

５

単位:円



朝
起
き
た
ら
真
っ
白
に
雪
が

積
も
っ
て
い
て
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
す
ぐ
に
融
け
て
な
く

な
り
ま
し
た
け
ど
、
畑
に
す
ぐ

入
れ
な
く
て
や
き
も
き
し
て
い

ま
す
。
い
よ
い
よ
農
作
業
の
始

ま
り
で
す
ね
。
今
年
も
豊
穣
の

秋
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
Ｐ
．
Ｎ

ゆ
う
の
母
よ
り
）

今
回
は
本
州
も
積
雪
が
あ
っ

た
と
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た

が
、
桜
が
満
開
に
な
っ
て
か
ら

の
積
雪
だ
っ
た
の
で
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
ね
。

結
婚
し
て
上
湧
別
に
住
み
始

め
て
５
カ
月
・
・
・

雪
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
な

が
ら
も
雪
遊
び
が
出
来
る
こ
と

が
楽
し
く
て
は
し
ゃ
い
だ
り
、

ご
み
の
分
別
や
食
べ
物
の
味
の

違
い
に
戸
惑
っ
た
り
と
ま
だ
ま

だ
慣
れ
な
い
こ
と
で
一
杯
で
す

が
、
優
し
い
旦
那
さ
ん
と
家
族
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ
て
こ

れ
か
ら
畑
仕
事
や
生
活
を
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
匿
名
）

色
々
と
戸
惑
う
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
慣

れ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
し
、
北
海
道
で
の
生

活
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

一
気
に
消
え
た
雪
に
皆
大
慌

て
で
畑
作
農
家
も
忙
し
い
事
で

し
ょ
う
。
豊
作
の
年
に
し
た
い

も
の
で
す
ね
。
小
さ
な
野
菜
畑

で
も
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
今
か
ら
長
ネ
ギ
の
青
い
と

こ
ろ
を
つ
ま
ん
で
食
べ
て
い
ま

す
。

（
匿
名
）

小
さ
な
野
菜
畑
も
豊
穣
の
秋

に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。

昨
年
暮
れ
か
ら
大
雪
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
ハ
ウ
ス
の
中

で
は
玉
葱
、
ビ
ー
ト
の
苗
も
大

き
く
育
ち
、
畑
が
早
く
乾
く
と

良
い
で
す
ね
。

（
匿
名
）

ち
ょ
っ
と
や
き
も
き
す
る
天

気
だ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
今
年

の
畑
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん

で
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

読
者
の
声

第
三
回
理
事
会

（
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日
）

◇
報
告
事
項

一
．
春
季
農
事
部
懇
談
会
の
主

な
意
見
・
要
望
に
つ
い
て

二
．
年
金
友
の
会
総
会
結
果
に

つ
い
て

三
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

四
．
共
済
事
業
共
済
連
年
度
末

実
績
に
つ
い
て

五
．
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
会
議
体
お

よ
び
子
会
社
・
関
連
会
社
担
当

役
員
に
つ
い
て

六
．
そ
の
他

特
作
部
会
報
告

◇
議

案

一
．
平
成
二
十
五
年
度
理
事
報

酬
の
配
分
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
．
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給

方
法
・
支
給
時
期
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
．
平
成
二
十
四
年
度
行
政
庁

ひざし ２０１３.５ 戟

理
事
会
の
あ
ら
ま
し

用
業
務
報
告
書
お
よ
び
連
結

業
務
報
告
書
の
提
出
に
つ
い

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
．
介
護
生
活
支
援
金
の
助
成

に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
．
平
成
二
十
五
年
度
理
事
の

利
益
相
反
に
対
す
る
ク
ミ
カ

ン
貸
越
極
度
額
設
定
に
つ
い

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

六
．
理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸

し
付
け
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

七
．
組
合
員
に
対
す
る
資
金
の

貸
付
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

八
．
固
定
資
産
・
リ
ー
ス
取
得
に

つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

九
．
出
資
金
の
一
部
譲
渡
に
つ

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
五
月
一
日
か
ら
、
男

性
一
名
の
平
成
二
十
五
年
度
中

途
採
用
職
員
が
入
組
い
た
し
ま

し
た
。

今
後
と
も
組
合
員
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

☆
質
問
事
項
☆

①
生
年
月
日
・
血
液
型

②
出
身
地
・
出
身
校

③
特
技
・
趣
味

④
自
分
の
性
格

⑤
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
の
抱
負

今い
ま

井い

覚
さ
と
る

（
営
農
課
基
盤
整
備
係
）

①
昭
和
四
八
年
一
〇
月
一
〇
日
・

Ｂ
型

②
湧
別
町
上
富
美
・
名
寄
農
業
高

校
③
趣
味

ド
ラ
イ
ブ

特
技

愛
車
の
運
転

④
温
厚
で
物
静
か

⑤
一
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
、

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶
中
途
採
用
職
員
紹
介
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〜応募方法〜
応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、

身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
正解者の中から抽選で毎月３名の方に、

粗品をプレゼント致します。

締め切り ５月２５日（土）

４月号の答えは「タケノコガリ」でした。
オホーツクも桜が咲く季節になりまし
たね。
当選者は下記の方々です。

湧別町４の３

湧別町５の１

湧 別 町 富 美

脂

タ
テ
の
カ
ギ

２

ポ
ー
ク
は
豚
肉
、
ビ
ー
フ
は
？

５

眼
鏡
も
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
も
付
け
て

い
ま
せ
ん

７

魚
を
す
く
う
網

８

カ
エ
ル
が
ポ
チ
ャ
リ
と
飛
び
込
み
ま
す

９

ほ
ん
の
わ
ず
か
の
間

紙

猿

小
屋

１１

塩
ゆ
で
に
す
る
と
お
つ
ま
み
に
ぴ
っ
た

１２

り病
気
や
け
が
が
治
る
こ
と

１４

乙
つ
け
難
い
良
い
出
来
だ

１５

実
か
ら
た
わ
し
が
作
れ
る
ウ
リ
科
の
植

１６

物ス
ボ
ン
を
買
う
と
き
に
、
合
わ
せ
る
サ

１７

イ
ズ
の
一
つ

紙

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

ア
ハ
ハ
、
ウ
フ
フ
、
オ
ッ
ホ
ッ
ホ

２

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
２
位
の
メ
ダ
ル
の
色

３

和
歌
を
披
露
す
る
集
ま
り

４

こ
と
こ
と
炊
い
て
作
り
ま
す

６

福
井
県
の
東
尋
坊
や
和
歌
山
県
の
三
段

壁
が
有
名

９

こ
の
鳥
が
軒
先
に
巣
を
作
る
と
縁
起
が

い
い
と
か

ゼ
ラ
チ
ン
や
卵
白
で
作
っ
た
ふ
わ
ふ
わ

１０

し
た
洋
菓
子

英
語
で
は
ゼ
ブ
ラ

白
黒
模
様
の
動
物

１１

で
す

く
ね
く
ね
と
曲
が
り
な
が
ら
進
む
こ
と

１３

６
月
の
第
３
日
曜
日
は

の
日

１４

も
の
の
ふ
ち
の
部
分

１６

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

１

１１

１２

１０

３

１４

１６７

１７

１５

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

２

５

６

９

Ｃ

Ｂ

Ａ

４

Ｅ

８

Ｄ

１３

加藤 希望 さん
牧野真理子 さん
松田 清子 さん
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今今年年はは、、２０の飲食店がフェアに参加しております２０の飲食店がフェアに参加しております。。
ぜひ、この機会に地元の「旬」の食材「アスパラ」料理ぜひ、この機会に地元の「旬」の食材「アスパラ」料理をを
堪能してみて下さい堪能してみて下さい。。
■期 間■期 間 ５月１日（水）～５月３１日（金５月１日（水）～５月３１日（金））
■参加店（順不同■参加店（順不同））
陰陰和風れすとらん かさ和風れすとらん かさぎぎ
隠隠居酒屋 味尚 本居酒屋 味尚 本店店
韻韻ホテル マウレ山ホテル マウレ山荘荘
吋吋ミートパビリオンYOSHIKAWミートパビリオンYOSHIKAWAA
右右居酒屋 味の一居酒屋 味の一福福
宇宇ホテルサンシャイン レストランがんぼホテルサンシャイン レストランがんぼうう
烏烏食事処 まさ食事処 まさるる
羽羽道の駅しらた道の駅しらたきき
迂迂中国家常酒家 ４５中国家常酒家 ４５６６
雨雨洋風居酒屋 サルー洋風居酒屋 サルーテテ
卯卯居酒屋 千居酒屋 千栄栄
鵜鵜居酒屋 やすべ居酒屋 やすべええ
お問合せ先 オホーツクえんがる産業振興協議お問合せ先 オホーツクえんがる産業振興協議会会

（事務局：遠軽商工会議（事務局：遠軽商工会議所所 ℡0158-42-5201）℡0158-42-5201）

窺窺Cafe’deTIROCafe’deTIROLL
丑丑居居酒屋 炉ば酒屋 炉ばたた
碓碓つぼ八遠軽つぼ八遠軽店店
臼臼焼肉ハウス 美味しん焼肉ハウス 美味しんぼぼ
渦渦お食事の店 マギお食事の店 マギーー
嘘嘘北の味 萃北の味 萃翔翔
唄唄レストラン ノースキンレストラン ノースキンググ
欝欝お食事処 ぽっぽ家お食事処 ぽっぽ家

北海道産

遠軽にょっきーず


